
高橋 秀紀さん
今年の梅雨は長く、蒸し暑い日が続いています。日本各地で豪雨による被害が
多発しています。
幸い日南町では被害もなく、安心しているところです。
稲の方は順調に育って、先月と比べると見違えるように育ちました。先日、
イノシシによる被害防止のため、電気柵を設置しました。
来月初めには、稲穂が出そろいます。いよいよ楽しみな季節が来ます。

令和5年 ７月号

4月〜5月の作業内容

苗箱 代かき （表面を平らにする） 田植え

4. 田植え
しろ

オーナー 株式会社エース
産    地  鳥取県日野郡日南町
水田面積 20.1アール
保 証 量 玄米905kg
形態品種 特別栽培コシヒカリ

2. 苗づくり（育苗）

種もみを消毒し、水に浸して発芽を促

します。温度と水管理が非常に重要な

作業となります。植えつけに最適な苗

の状態は12〜13cm、2.0〜2.5葉期

（葉が3枚弱出ている状態）です。健

全な苗づくりが欠かせません。

昨年稲を収穫した田んぼの土をひっく

り返してほぐし（荒起こし）、水を入

れて機械でかき混ぜて泥状態にする

「代かき」を行います。この作業によ

り雑草の発生を抑え、苗を植えやすく

することができます。

3. 荒起こし・代かき

通常、代かき後５〜6日後を目安に田

植えを行います。1株に苗を3〜4本、

1坪あたりに約50株を基準にして植え

ます。しっかりと均平が取れていると、

苗の植え付け状態も良くなり高品質な

お米が収穫できます。

1. 土づくり

「良質米は土づくりから」と言われま

すが、前年の収穫が終わった秋に田を

耕す「秋鋤き」を行い、土をじっくり

熟成させます。今年の田植えの準備は

半年以上前からスタートします。

厳しい冬に土を熟成

エースファーム
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